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こ
の
二
年
間
に
世
界
中
を
襲
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
中
、
七
月
に
は

国
内
外
に
お
い
て
数
々
の
波
乱
と
問
題
点
を
抱
え
な
が
ら
も
二
〇
二
〇
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
。
直
前
の
意
識
調
査
で
全
国
的
な
感
染
拡
大
の
危
機
感
が
先

行
し
、
国
民
の
半
分
以
上
が
賛
同
し
な
か
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
あ
っ
た

が
、
全
国
的
な
感
染
者
拡
大
の
危
機
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
て
の
競
技
種
目
が
無
観
客
で
実
施
さ

れ
、
政
府
や
組
織
大
会
委
員
会
は
感
染
予
防
対
策
が
後
手
に
回
り
な
が
ら
も
閉
会
式
ま
で
無
事

に
こ
ぎ
つ
け
た
。
こ
の
大
会
祭
典
に
つ
い
て
ま
だ
結
論
を
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
元

よ
り
コ
ロ
ナ
禍
で
の
世
界
的
レ
ベ
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
無
理
難
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

押
し
切
っ
て
強
行
に
実
施
し
た
事
で
生
じ
た
負
の
結
果
に
対
す
る
責
任
は
必
然
的
に
重
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
非
常
に
困
難
な
条
件
を
前
向
き
に
克
服
し
、
日
本
や
世
界
中
か
ら
参
加
し

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
達
に
は
勝
敗
や
メ
ダ
ル
数
の
結
果
に
関
係
な
く
、
大
き
な
賛
辞
と
熱
い

感
謝
を
述
べ
た
い
。
歴
史
を
遡
る
と
本
会
が
創
立
さ
れ
た
翌
年
、
一
八
九
六
年
に
初
め
て
ギ
リ

シ
ャ
・
ア
テ
ネ
で
開
催
さ
れ
た
近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
理
念
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ク
ー
ベ
ル
タ
ン

男
爵
が
提
唱
し
た
人
類
の
自
由
・
平
等
・
博
愛
の
恒
久
的
な
精
神
と
真
の
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ

プ
を
分
か
ち
合
う
事
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
今
日
ま
で
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
。

勝
敗
の
結
果
よ
り
も
崇
高
な
人
類
愛
と
ス
ポ
ー
ツ
競
技
を
通
じ
て
人
間
が
成
せ
る
心
、
体
、
気
、

技
の
総
合
的
な
完
成
度
を
称
え
合
い
、
尊
敬
す
る
事
が
理
想
で
あ
っ
た
。
今
大
会
に
お
い
て
世

界
の
選
手
達
が
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
お
い
て
全
身
全
霊
で
成
し
得
た
貴
重
な
成
果
は
メ
ダ
ル
の

色
や
輝
き
を
超
越
し
た
達
成
感
と
感
動
に
包
ま
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
つ
か
の
間
の
勝
利
よ

り
も
、
敗
北
か
ら
這
い
上
が
る
事
の
重
要
性
を
学
ぶ
為
で
あ
る
こ
と
が
ス
ポ
ー
ツ
の
教
訓
と
し

て
、
青
少
年
達
に
確
か
な
勇
気
と
自
信
を
与
え
る
。
勝
敗
に
関
係
な
く
選
手
た
ち
の
笑
顔
と
涙

と
汗
は
、
見
る
者
に
比
類
な
い
感
動
と
勇
気
を
与
え
、
ひ
た
す
ら
に
目
標
に
向
か
っ
て
諦
め
ず

に
努
力
す
る
事
の
大
切
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
。
現
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
と
も
す
れ
ば
商
業
的
、

政
治
的
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
手
段
と
し
て
利
用
さ
れ
本
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
見
失
う
事
が
あ

る
。
ど
ん
な
道
に
お
い
て
も
常
に
原
点
に
戻
り
、
初
心
を
振
り
返
る
事
は
不
可
欠
で
あ
る
。
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
謳
わ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
人
類
の
多
様
性
や
調
和
な
ど
は
、
常
に

大
き
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
成
果
と
反
省
が
未
来
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。

本
会
の
主
要
趣
旨
は
歴
史
的
に
伝
統
武
道
の
保
存
継
承
と
武
徳
の
精
神
を
啓
蒙
す
る
こ
と
で

あ
る
が
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
と
価
値
観
を
共
有
し
て
い
る
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
技
術
や
技

の
修
練
の
過
程
で
常
に
対
峙
す
る
最
大
の
難
関
は
、
相
手
に
勝
つ
事
で
は
な
く
し
て
己
自
身
に

打
ち
勝
つ
事
で
あ
り
、
不
撓
不
屈
の
精
神
で
克
己
す
る
事
が
本
当
の
勝
利
へ
の
道
で
あ
る
と
い

う
信
念
で
あ
る
。
伝
統
武
道
の
世
界
で
は
そ
れ
を
通
じ
て
の
強
靭
な
人
格
の
資
質
を
高
め
る
教

育
的
な
目
的
論
に
徹
し
て
い
る
。
礼
節
を
重
ん
じ
る
謙
虚
さ
な
ど
は
正
に
日
本
の
伝
統
文
化
の

美
し
さ
と
言
え
よ
う
。
世
界
の
武
道
家
が
日
本
の
伝
統
武
道
の
神
髄
に
魅
了
さ
れ
る
の
は
、
と

も
す
れ
ば
勝
利
至
上
主
義
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
と
一
線
を
画
す
る
奥
の
深
い
道
が
崇
高
で
あ
る
か

ら
に
他
な
ら
な
い
。
四
年
ご
と
に
実
施
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
と
同
時
に
四
年
ご
と

に
開
催
さ
れ
て
き
た
本
会
の
世
界
武
徳
祭
に
は
そ
う
い
う
意
味
で
歴
史
的
な
意
義
を
共
有
し
て

き
た
事
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

本
会
は
、
今
回
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
教
訓
と
感
染
防
止
対
策
な
ど
の
反
省
材
料
を
参
考
に

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
主
催
行
事
に
つ
い
て
真
剣
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
衆
衛
生

上
の
観
点
か
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
猛
威
を
振
る
う
状
況
に
お
い
て
は
多
く
の
予

期
せ
ぬ
リ
ス
ク
が
伴
う
。
既
に
関
東
地
方
か
ら
全
国
に
及
ぶ
急
激
な
感
染
拡
大
は
、
正
に
今
、

国
家
が
重
大
な
危
機
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
行
事
が
終
わ
っ
て

か
ら
の
一
カ
月
間
、
即
ち
ウ
ィ
ル
ス
の
潜
伏
期
間
か
ら
発
症
時
ま
で
の
段
階
が
次
の
新
た
な
感

染
拡
大
の
領
域
に
入
る
。
こ
の
会
報
が
出
版
さ
れ
る
十
月
中
旬
頃
に
国
内
外
が
ど
の
よ
う
な
状

況
に
あ
る
か
は
想
像
が
つ
か
な
い
が
、
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
急
激
な
感
染
拡
大
に
伴
い

日
本
全
体
に
多
く
の
懸
念
材
料
が
山
積
さ
れ
て
い
る
と
予
測
す
る
。
国
民
の
集
団
免
疫
を
高
め

෢
ಙ
ͷ
࣮
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る
唯
一
の
希
望
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
も
重
要
な
鍵
に
な
る
が
、
こ
れ
も
不
確
定
で
あ
る
。

政
府
と
自
治
体
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を
模
索
す
る
中
で
、
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る

事
を
最
優
先
に
し
て
、
医
学
的
科
学
的
見
地
か
ら
ど
の
よ
う
な
方
策
が
適
切
で
あ
る
か
速
や
か

に
判
断
を
下
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
疲
弊
し
た
国
家
経
済
の
立
て
直
し
と
困

窮
し
て
い
る
多
く
の
国
民
に
、
適
切
で
有
効
な
救
済
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
指
導
者

た
る
所
以
は
、
言
葉
で
は
な
く
実
行
力
で
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
在
、
本
会
は
各
団
体
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
調
査
情
報
を
収
集
し
、
同
時
に
感
染
防
止

対
策
を
踏
ま
え
た
安
全
な
形
で
の
大
会
行
事
が
可
能
か
ど
う
か
入
念
に
検
討
し
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
の
二
年
間
で
主
催
行
事
が
全
く
実
施
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
こ
と
に
加
え
本
会

の
財
政
的
な
圧
迫
も
一
段
と
厳
し
い
事
か
ら
、
総
裁
猊
下
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
会
員
の
有

志
か
ら
温
か
い
寄
付
金
を
賜
る
事
で
、
な
ん
と
か
こ
の
困
難
を
乗
り
切
る
為
の
努
力
を
す
る
覚

悟
で
あ
る
。
ご
支
援
を
し
て
い
た
だ
い
た
皆
様
方
に
は
、
役
員
一
同
に
代
わ
り
心
か
ら
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
た
い
。

本
会
の
八
月
二
十
日
第
八
回
定
例
理
事
会
に
お
い
て
十
月
三
日
開
催
予
定
の
第
二
十
九
回
平

安
神
宮
古
武
道
奉
納
演
武
大
会
は
、
京
都
府
を
含
め
た
対
象
地
域
で
緊
急
事
態
宣
言
が
九
月

十
二
日
ま
で
実
施
さ
れ
て
い
る
事
や
、
公
衆
衛
生
状
況
と
人
流
の
統
制
な
ど
の
感
染
予
防
の
安

全
確
保
が
困
難
な
た
め
中
止
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
十
月
二
日
の
高
段
者
審
査
会
は
現
行
の

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
感
染
防
止
対
策
と
安
全
確
認
の
諸
般
の
必
須
開
催
条
件
を
満
た

し
た
場
合
に
限
り
実
施
す
る
方
向
で
決
議
承
認
し
た
。
又
緊
急
事
態
宣
言
が
延
長
さ
れ
た
場
合

は
、
十
一
月
十
四
日
に
開
催
す
る
予
定
と
し
た
。
本
会
の
厳
格
で
威
厳
あ
る
伝
統
的
な
審
査
会

に
お
い
て
多
く
の
優
秀
な
先
生
方
が
受
審
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
道
種
目
に
お
い
て
修
練
さ
れ

た
技
が
認
め
ら
れ
、
本
会
の
名
誉
あ
る
段
位
称
号
が
授
与
さ
れ
る
事
を
心
か
ら
期
待
し
た
い
。

未
来
を
予
測
す
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
が
、
現
状
の
厳
し
い
コ
ロ
ナ
禍
の
状
態
が
い
つ

ま
で
も
続
く
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
収
ま
る
時
期
は
必
ず
や
っ
て
く
る
。
そ
れ
ま
で
の

間
、
本
会
も
堅
忍
不
抜
の
精
神
と
万
全
な
管
理
運
営
体
制
の
下
、
出
来
え
る
限
り
の
努
力
を
し

て
武
徳
の
実
践
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

中
世
十
三
世
紀
の
日
本
史
の
中
で
元
寇
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
鎌
倉
時
代
、時
の
執
権
・

北
条
時
宗
は
、
強
大
な
元
軍
と
の
戦
い
に
悩
み
、
中
国
か
ら
招
聘
し
て
い
た
無
学
祖
元
禅
師
の

も
と
を
訪
れ
た
折
、無
学
禅
師
は
一
喝
、時
宗
に
「
莫
妄
想
」
と
諭
し
た
。
危
機
に
対
し
て
真
っ

向
か
ら
直
面
す
る
今
と
い
う
時
に
一
切
の
妄
想
な
ど
許
さ
れ
な
い
と
悟
っ
た
時
宗
は
、
日
本
国

を
救
う
た
め
の
勇
気
を
得
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
現
在
も
未
来
も
我
々
は
常
に
何
ら
か

の
危
機
と
リ
ス
ク
を
恐
れ
、
そ
れ
に
惑
わ
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
に
対
し
て
躊
躇
せ
ず
根
気
よ
く
信

念
を
持
っ
て
対
処
し
て
い
く
事
が
肝
要
で
あ
り
、
出
来
得
る
万
事
を
尽
く
し
て
天
命
を
待
つ
事

が
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
試
練
で
あ
る
。

最
後
に
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
東
伏
見
慈
晃
・
総
裁
猊
下
、
桑
原
兵
充
副
総
裁
を
は

じ
め
と
す
る
本
会
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
て
心
か
ら
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

令和３年秋　高段者審査会予定の武徳殿
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大日本武徳会桜並木写真集
Collection of Photos of DNBK Sakura Trees and Promenade

京都市武道センター・旧武徳殿Butokuden Kyoto, Japan

大日本武徳会
前総裁記念モニュメント・旧武徳殿

6秋季号



◆国際部　桜並木
・アメリカ桜プロムナード USA Sakura Promenade

バージニアビーチ市・巨石モニュメントと桜並木 Virginia Beach VA USA

ノーフォーク市・マッカーサー元帥記念館桜
MacArthur Memorial, Norfolk City, Virginia

桜プロムナード 虚心流居合剣法　山本　楠城
武徳の精神は国際的には平和・友好・親善の心となって現れます。各国際武徳祭での記念碑たる

桜プロムナードの桜が年々大きく成長し、花を見事に咲かす様子を見る度に、厳粛かつ整然と行わ
れた記念石碑徐幕・植樹式、気力・気魄あふれる武道大会の様々なシーンを彷彿と想い出すととも
に、それぞれのプロムナードの桜が毎年一本ずつ増植されることに武道を通じての友好・親善への
限りない夢とロマンを感じています。
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カナダ桜プロムナード（キングストン市） Kingston City, Canada

キングストン市・記念石碑 Memorial Plaque Kingston City Canadaキングストン市・記念石碑 Memorial Plaque Kingston City Canada

さくら咲く 竹田　豊
各国で催す桜プロムナードの記念植樹式に、これまで本部の先生や、国際部の先生そして各国の

青少年が多数参加された。
桜は我々にとって親しい樹木だ。桜に関する言葉はいろいろあるが、「さくらさく」の五文字は、

様々な場面が想像できる最高の表現方法だと思う。「さくらさく」と答えると結果が分かる。言葉
や文字に込める日本人独特の感性だと思う。発すると心地良い、聴くと元気がでる。満開の桜プロ
ムナードは元気を貰えそうだ。
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英国ベッジベーリー国立公園 Bedgebury National Pinetum, UK

ベッジベーリー国立公園・記念石碑

英国ベッジベーリー国立公園での桜植樹の想い出 心傳流　高島　伸幸
４月に濱田代表理事からベッジベーリー国立公園の桑原プロムナードの写真をいただきました。

若々しい桜並木が美しい写真です。
国立公園は見たこともない巨木や美しい森を有する公園でした。公園で英国紅茶を楽しんだ後、

当時の代表理事、桑原副総裁をはじめ武徳会の未来を託された青少年たちが植樹をする様子を私は
見守っていました。後でお土産に買い求めたティータオルが、いつも昨日のことのように思い出さ
せてくれます。

桜の花言葉は幾つか有るようですが、英国では「精神の美」とか。ウイルスに振り回され日常生
活や稽古も非日常になり悲観がちな今、作文するうちに先の花言葉を見つけました。また、日英同
盟友好親善111周年記念英国武徳祭と植樹に込められた意義を再確認で「武道家精神」を失ってい
るのではと大いに反省しました。
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フランス・クレルモンフェラン市・桜プロムナード Clermont Ferrand, France

フランス武徳祭での植樹式 渡邊　佳代子
2017年、日本の桜を仏国クレルモンフェラン市に植樹してから、毎年届く桜便り。鮮やかに咲

き誇る桜に、春の訪れを感じます。満開の桜がもたらす高揚感は日本も仏国も変わらないことでしょ
う。国際交流の歴史を振り返り、日仏関係の重要性を再認識し、日仏友好関係の一層の発展を心か
ら願い、対日理解促進に貢献していきたいと思います。
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クレルモンフェラン市・記念石碑クレルモンフェラン市・記念石碑クレルモンフェラン市・記念石碑クレルモンフェラン市・記念石碑クレルモンフェラン市・記念石碑

2017年（平成29年）８月５日 上村　雅彦
フランス国クレルモンフェラン市にて『フランス武徳祭、国際青少年武徳祭』が誠に盛大なる規

模にて御開催いただきました。
『桜プロムナード』と『記念石碑』の写真を見ていますとその大会の映像が思い出されます。
大会記念として行われました記念植樹式、この式典も私の想像をはるかに越えた規模にての開催

であり驚きの連続でありました。
これら素晴らしい思い出の映像が私の頭の中に鮮やかによみがえって参ります。この時、本当に

大変な準備を国際部コニヤード先生はじめフランス支部の皆様方、そしてアメリカ支部の皆様にお
世話いただきました。

またアメリカ支部の方々には私達が外出時の細やかなお気遣いと本当に親切なるサポートをいた
だきまして今でも頭の下がる思いで一杯です。

そして何より開催期間中、朝早くから誠に緻密な事にまで神経を研ぎ澄まして見守り全ての段取
りと御指導を頂きました濱田代表理事への感謝は言葉になりません。計り知れない御恩は終生忘れ
られないものであります。

思い起こしましたら「感謝」ばかりで御座います。本当にありがとう御座いました。
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（
後
編
は
二
〇
二
二
年
春
号
に
掲
載
）

※
先
達
の
原
稿
は
、
発
行
当
初
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
昭
和
四
十
七
年
二
月
十
日
発
行
）
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※
先
達
の
原
稿
は
、
発
行
当
初
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
昭
和
四
十
六
年
七
月
十
日
発
行
）
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※
先
達
の
原
稿
は
、
発
行
当
初
の
ま
ま
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　（
昭
和
五
十
二
年
七
月
十
八
日
発
行
）
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去
る
五
月
四
日
、
当
流
長
浜
道
場
に
二
十
名
近
く
の
当
流
剣
士
が
集
い
、
試
斬
研
究
会
を
実

施
い
た
し
ま
し
た
。
手
洗
い
の
励
行
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
等
に
し
っ
か
り
留
意
し
、

記
念
撮
影
時
を
除
い
て
は
常
時
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
と
い
っ
た
諸
々
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
万

全
と
し
た
上
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
当
流
に
お
い
て
は
、
巻
畳
等
を
台
に
据
え
、
こ
れ
を
斬
る
と
い
う
業
が
伝
承
さ
れ

て
き
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、
手
の
内
、
刃
筋
と
い
う
運
剣
の
基
礎
が
で
き

て
い
る
の
か
否
か
、
明
瞭
に
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
に
有
志
に
よ
る
試
斬
研
究
会
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
大
型
連
休
中
で
も
あ
り
、
流
派
剣
士
の
半
数
近
く
が
集
ま
る
研

究
会
と
な
り
ま
し
た
。

試
斬
稽
古
で
は
、
目
の
前
の
物
体
を
斬
っ
て
や
る
と
い
う
気
負
い
等
の
た
め
に
、
往
々
に
し

て
普
段
認
識
さ
れ
に
く
い
悪
癖
が
出
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
目
標
物
が
あ

ろ
う
が
な
か
ろ
う
が
、
同
じ
よ
う
に
心
と
身
体
を
運
用
す
べ
き
な
の
は
当
然
の
は
ず
で
す
が
簡

単
で
は
な
く
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
当
流
に
お
い
て
先
生
方
や
諸
先
輩
か
ら
受

け
て
き
た
形
稽
古
の
様
々
な
教
え
に
つ
い
て
、
目
標
物
を
斬
っ
て
み
る
こ
と
で
「
成
程
、
こ
う

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
」
と
よ
り
深
い
理
解
を
得
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
の
試
斬
研
究
会
は
、
初
め
て
巻
畳
を
斬
る
剣
士
も
お
り
、

ま
た
、
難
度
の
高
い
業
を
あ
た
り
ま
え
の
よ
う
に
こ
な
す
剣
士
も

お
り
、
修
行
の
進
み
具
合
は
様
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

に
成
果
や
課
題
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
意
義
深
い
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

当
流
で
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
試
斬
、
さ
ら
に
は
、
木
剣
等
を

使
用
し
た
二
名
以
上
に
よ
る
組
居
合
に
つ
い
て
、
併
せ
て
修
練
を

積
む
こ
と
が
、
宗
家
か
ら
受
け
継
い
だ
居
合
形
を
真
に
修
め
る
た

め
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
う
し
た
稽
古
を

継
続
し
、
流
派
一
門
を
あ
げ
て
研
鑽
を
積
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

一
心
無
双
流
試
斬
研
究
会
報
告

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会　

大
津
道
場

　

師
範
代

中
野　

秀
人

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
不
安
路
と
混
迷
が
世
界
を
覆
う
中
、
当
会
は
、
恒
例
の
夏
季

強
化
合
宿
を
昨
年
に
続
い
て
中
止
致
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
稽
古
を
継
続
し
て
お
り
、
今
年
も
若
干
の
入
門
者
が

あ
り
居
合
道
を
愛
す
る
当
会
各
道
場
剣
士
か
ら
、
稽
古
会
の
開
催
希
望
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
開

催
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
午
前
中
を
高
段
者
、
午
後
は
初
心
者
、
入
門
希
望
者
の
部
に
分
け
て
、
マ
ス
ク
着

装
、
密
を
避
け
、
換
気
、
消
毒
、
特
に
猛
暑
の
中
、
給
水
、
休
憩
を
こ
ま
め
に
と
る
こ
と
を
励

行
し
ま
し
た
。

実
施
場
所
は
、
滋
賀
県
琵
琶
湖
西
側
に
あ
り
ま
す
木

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
も
と
も
と
同
所
は
、
旧
志
賀
町

役
場
跡
を
活
用
し
た
施
設
で
し
た
。
今
回
開
催
し
た
高

天
井
の
大
会
議
室
は
、
町
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
た
所

で
立
派
な
設
備
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
千
葉
剣
心
会
か
ら
も
三
名
の
参
加
も
あ
り

滋
賀
・
京
都
各
道
場
か
ら
多
く
が
集
ま
り
、
午
前
中
は
、

奥
居
合
の
修
練
、
午
後
は
、
基
本
技
「
一
心
」
の
稽
古
、

組
居
合
、
紙
テ
ー
プ
を
活
用
し
た
相
互
稽
古
、
昇
段
級

模
擬
審
査
な
ど
熱
心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
思
い
っ
き
り
刀
を
振
れ
て
良
か
っ

た
。
コ
ロ
ナ
対
策
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
い
て
安
心
し
て

修
練
で
き
た
」
等
の
声
が
聞
か
れ
充
実
し
た
時
を
過
ご

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
は
、
し
ば
ら
く
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

対
策
を
講
じ
つ
つ
粛
々
と
修
練
に
取
り
組
ん
で
参
り
た

い
と
決
意
も
新
た
に
い
た
し
ま
し
た
。

夏
季
稽
古
会
の
開
催
結
果

一
心
無
双
流
居
合
道
剣
心
会

　

総
師
範

山
田　

文
典

稽古風景（午前の部：高段者を対象とした奥居合の稽古）
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私
は
こ
の
度
、
沖
縄
剛
柔
流
空
手
道
協
会 

順
栄
館 

止
観
道
場 

館
長
で
比
叡
山
「
観
樹
院
」

の
御
住
職
で
も
有
ら
れ
ま
す 
上
野
良
明
先
生
よ
り
戸
津
説
法
の
御
案
内
を
頂
き
、
令
和
三
年

八
月
二
十
一
日
か
ら
八
月
二
十
五
日
の
五
日
間
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
上
野
御
住
職

が
説
法
師
と
し
て
お
話
し
を
頂
き
、
大
変
あ
り
が
た
い
内
容
に
、
俗
な
る
私
の
誠
に
良
き
教
え

と
な
り
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
お
話
し
の
一
部
を
簡
単
に
御
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

①
「
何
事
に
も
修
行
に
終
わ
り
は
な
い
。『
求
道
無
限
』
そ
れ
は
梯
子
段
を
登
る
よ
う
な
も
の

で
い
き
な
り
十
段
に
は
登
れ
ま
せ
ん
。一
段
ず
つ
上
が
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
」。

②
「
ご
縁
を
大
切
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。

③
「
掃
除
に
よ
り
、
見
る
（
観
る
）
目
が
養
わ
れ
る
。
だ
か
ら
掃
除
は
大
切
で
あ
る
」。

④
「
幽
霊
の
特
徴
的
な
姿
の
『
お
ど
ろ
髪
』
は
、
過
ぎ
去
っ
た
過
去
に
対
す
る
執
着
。『
手
の

　

甲
（
陰
）
を
前
に
し
た
姿
』
は
、
叶
い
そ
う
に
な
い
未
来
や
願
い
を
思
い
現
実
現
在
を
見
て

い
な
い
。
そ
し
て
地
に
足
が
つ
い
て
お
ら
ず
常
に
浮
つ
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
三
つ
の
こ
と

を
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
切
な
の
は
『
今
』
で
あ
る
と
御
釈
迦
様
は
教
え
て
お
ら
れ

ま
す
」。
そ
れ
を『
而じ

今こ
ん

』と
言
う
と
教
え
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、最
終
日
に
は『
夢
』を
持
っ

て
生
き
る
事
の
大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
、
大
変
心
打
た
れ
、
私
自
身
の
人
生
に
置
け
る
大
切

な
教
え
と
な
り
ま
し
た
。

私
の
道
場
稽
古
の
時
に
道
場
生
に
も
早
速
上
野
先
生
の
教
訓
を

し
っ
か
り
伝
え
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

武
道
精
神
を
伝
え
る
為
の
大
切
な
教
訓
と
し
て
、
私
の
気
付
き
と

し
て
も
生
徒
に
今
後
も
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
考
え
て
お
り

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
自
身
が
学
び
を
求
め
、
少
し
で
も
お
役
に
た
て
る

武
道
人
に
な
れ
ま
す
よ
う
に
努
力
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

戸と 

津づ 

説せ
っ 

法ぽ
う

　
　

上
村　

雅
彦
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